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*事業目的：今後、増大・多様化する在宅医療ニーズに対応す
るため、「訪問看護サポートステーション」を医療圏単位で
選定し、訪問看護職員を対象とした実践的研修等や管理者の
相談対応、情報交換会等を開催することで、訪問看護職員の
資質向上及びネットワークの構築を図り、訪問看護サービス
の向上を目指す。

*事業内容：１）相談

２）同行訪問

３）研修

４）情報交換会

５）連絡会議等への出席
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*訪問看護の経営管理や人材育成など、訪問看護運営について困って
いることはありますか？

・訪問看護契約書類について

・実働と運営管理のなかでの改善

・初心者ばかりで何がよいのか、何が間違いなのかもわからない

・待機に対する人材不足（複数名）

*同行訪問を希望されますか？

・希望する（2か所） 人工呼吸器など必要になったとき

・希望しない（8か所）

*研修会企画の希望はありますか？

・ACPについて

・遠いステーションからは、近隣開催の希望あり

*交流会を行う予定ですが、希望はありますか？

・遠いステーションからは、近隣開催の希望あり
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*相談を受ける時間帯を設定し、mail Faxでお知らせ

*受けた相談 5件 訪問看護システムや記録、契約について
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*計画を実施しようとしたところで、新型コロナ
ウイルスによる感染拡大の懸念が発生し、断念

*出来れば次年度に実施予定
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*富山市（Ⅰ）（Ⅱ）地区合同で実施

*令和元年11月19日（火） 18時～19時

*看護研修センター

*テーマ：脳の不思議～これを知ると看護が変わる～

*講師：かみいち総合病院

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 新林 正子さん



左麻痺って、
できる！と思って
転ぶんだね・・・

右麻痺って、冷静に
病気を理解している事が
あるから、
言動注意だよね・・・

失語体験

この言葉を、英語で伝えて
ください

例）字余り うろ覚え
⇒日本語の意味は分かるが、
英語だとどう伝える・・・！
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１．参加動機 ２．理解度 ３．次回の参加

・初めて失語体験をして利用者の思いがとてもよくわかった。
・脳や高次脳機能障害について、わかりやすく楽しく学ぶことが出来た。
・現実とのケアの中からとても参考になった。
・右麻痺・左麻痺の違いがあること、「目からうろこ」です
・麻痺のケアは、活動面にばかり視点が向くが、メンタル面へのかかわりも必要
だと理解できた。

・左右の麻痺の違い、具体的な関わり方を示してあり今後役に立つと思った。利
用者の思いを理解できるよう関わっていきたい。
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*富山市（Ⅰ）地区ステーション

*令和元年10月25日（金）18：00～19：00

*富山赤十字病院 3階講義室

*内容： アンケート結果報告

研修会案内

次回の情報交換会（管理者・スタッフ）について

同行訪問について

書籍の共同購入について

管理者同士のお悩み相談



待機の負担が大きい

・3～5人で回している
・夜間出動分の休暇が取れない
・待機料アップをお願いしたが難
しい

・24時間は、かかりつけ医から
の依頼を維持するためにも必要

精神疾患利用者の対応困難

・精神疾患利用者の相談が長時間に及び、
他からの相談に影響する

・対応できるスタッフが少なく、このま
までは受け入れの検討も・・・

2次待機病院一覧表

・利用者には伝えないが、
緊急搬送の際にあると
ありがたい

→情報提供について検討同行訪問について

・難しく考えず、
とりあえず一緒に
行ってみたい！
くらいの気持ちで、
と伝え、再募集

訪問看護システムの選定

・いろいろなシステムがあり、導入の際の経費を考
えると、実際使っている現場の意見を聴きたい

→それぞれのシステムの長所・短所についての
情報交換をした
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*富山市（Ⅰ）（Ⅱ）地区合同で実施

*令和2年2月12日（水） 18：00～19：00

*看護研修センター

（Ⅰ）（Ⅱ）地区のスタッフ
7名が参加してくれました！
連絡協議会から肉まん・あんまん
の差し入れを頂きました（＾＾）

こちらでは
特別参加の管理者さん
などで四方山話・・・



緊 待機、どうしてる？月くらい
で持ち始

・緊急携帯、1ヶ月くらいで持ち
始めてる

・そんなにかかってこないかな
・自分の受け持ちについて、職場
の携帯に連絡が入る事もある

・月4回から7回くらいかな

カンファレンスとか参加してる？

・参加は管理者が多い
・自分が参加したとき、何を聞けば
よいか分からないかな

・時間調整が難しいことがある

訪問体制はどうしてる？

・病院の夜勤や管理手当は
ないから、給料は安い

・今の給料に不満はない
・若い世代や男性は、給料
の面から難しいかも・・研修や教育は？

・平日は参加しにく
いけど、勤務後は
参加しやすい

・出向けない事が多
いので、出前講座
のように来てくれ
ると良い。

看護記録どうしてる？

・訪問先は手書きで、帰宅後データ入力
・時間短縮で訪問先で記録してくるようにも
している

・報告書は、よく訪問する人が記載している。
その人に聞いて書く事もある。
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*今回参加して、楽しかった

*あっという間の1時間だった

*是非第2弾を企画して欲しい

顔を合わせると、色んな話が出てくる
どうやって、みんなで集まる機会をつくるかが課題！
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*初めての事業に、実践のイメージがわかない・・・

*計画立案が7月→夏季休暇期間に入り、動きが取れない

*10月・11月にやっと交流会・研修会を実施できた

*1月～自身の体調不良や感染症の流行により予定の中止を余儀
なくされる

*それぞれの管理者・スタッフの求めているものは何か

*集合研修がよいのか、訪問勉強会がよいのか、方法の再検討

*訪問看護職員の資質向上及びネットワークの構築


